産業教育論科目ルーブリック
	到達目標
	秀（A⁺）
	優（A）
	良（B）
	可（C）
	不可（D）

	①職場における自己啓発の進め方の説明
	[bookmark: _GoBack]優の状態に加え、極めて優れた点が見られる。
	授業で学習した職場における自己啓発の進め方を完全に説明できる。さらに自己学習によって得た知識を加えている。第１部テスト点数（100～80点）
	授業で学習した職場における自己啓発の進め方を８割程度説明できる。
第１部テスト点数（79～70点）
	授業で学習した職場における自己啓発の進め方を５割程度説明できる。
第１部テスト点数（69～60点）
	授業で学習した職場における自己啓発の進め方を３割程度しか説明できない。もしくは、求められている課題を理解していない。第１部テスト点数（60点以下）

	②職場におけるOff－JTの進め方の説明
	優の状態に加え、極めて優れた点が見られる。
	授業で学習した職場におけるOff－JTの進め方を完全に説明できる。さらに自己学習によって得た知識を加えている。
	授業で学習した職場におけるOff－JTの進め方を８割程度説明できる。
	授業で学習した職場におけるOff－JTの進め方を５割程度説明できる。
	授業で学習した職場におけるOff－JTの進め方を３割程度しか説明できない。もしくは求められている課題を理解していない。

	③職場における新人研修プログラムの作成
	優の状態に加え、極めて優れた点が見られる。
	職場における新人研修プログラムを作成できている。その内容は、Off-JTの進め方に沿っていると同時に、優れたアイデアを複数見出すことができる。
	職場における新人研修プログラムを作成できている。その内容は、Off-JTの進め方に沿っていると同時に、優れたアイデアを複数見出すことができる。
	職場における新人研修プログラムを作成できている。その内容は、Off-JTの進め方に沿っていると同時に、優れたアイデアを複数見出すことができる。
	職場における新人研修プログラムが未完成である、もしくは提出されていない。

	④職場におけるOJTの進め方の説明
	優の状態に加え、極めて優れた点が見られる。
	職場におけるOJTの進め方を完全に説明できる。さらに自己学習によって得た知識を加えている。
	職場におけるOJTの進め方を８割程度説明できる
	職場におけるOJTの進め方を５割程度説明できる。
	職場におけるOJTの進め方を3割程度以下しか説明できない。もしくは、求められている課題を理解していない。

	⑤職場で使いやすい業務マニュアルの作成
	優の状態に加え、極めて優れた点が見られる。
	職場で使いやすい業務マニュアルを作ることができている。文章表現や文章構成は、モデルになるレベルである。
	職場で使いやすい業務マニュアルを作ることができているが、文章表現や文章構成に問題があり、読みにくい、意味が不明な点が一部ある。
	業務マニュアルを作ることができているが、文章表現や文章校正に問題があり、読みにくい、意味が不明な点が多い。
	業務マニュアルを作ることができていない。もしくは、求められている課題を理解していない。

	⑥職場で求められるコミュニケーション能力の向上
	優の状態に加え、極めて優れた点が見られる。
	グループワークにおいて高いコミュニケーション能力ならびにリーダーシップを発揮し、グループに高い貢献をしている。
	グループワークにおいてコミュニケーション能力を発揮し、グループに高い貢献をしている。
	グループワークにおいてコミュニケーション能力を発揮してはいるが、グループにあまり貢献できていない。
	グループワークにおいてコミュニケーション能力を発揮しておらず、グループに全く貢献していない。

	⑦モチベーションに関する持（自）論の展開
	優の状態に加え、極めて優れた点が見られる。
	モチベーションに関する持（自）論について、自らの経験と理論を論理的に結び付けて文章を記述できている。
	モチベーションに関する持（自）論について、自らの経験と理論を結び付けて文章を記述しようとしているが論理的ではない。
	モチベーションに関する持（自）論について、自らの経験もしくは理論のどちらかしか記述がない。
	モチベーションに関する持（自）論が展開できていない。



